源氏物語における「身」の意識――「中空」なる女君―― by 畑, 佳江
源氏物語には多くの女君たちが登湯する。
彼女たちの歩んだ人
生は、
さまざまであるけれども、
思うままに生きられないわが身
をみ
つめ、
いかんともしがたい
思いを抱えていたことにおいては、
等しいといえろ。
光源氏の愛情が最も深く、
「幸ひ人」と呼ぷに
ふさわ
しい紫の上で え
、
その例外ではない。若菜上巻、
女三の
宮降嫁で深い傷を負った紫の上は、
源氏の愛情を信じ、
六条院の
女主人と
し
ての誇りを持つことによって平静を保とうとする
0
と
ころが、
その張りつめた彼女の心を突きくずしたのが、
源氏の嘉
月夜訪問である。
いみじく忍び入りたまへる御寝くたれのさまを待ち受けて｀女君、
さばかりならむと心得たまへれど、
おほめかしくもて
なしておはす。
なか
なかうちふ
すぺなどしたまへらむよりも、
心苦しく、
などかくしも見放ちたまへらむとおぼさるれば、
ありしよりけに深き契りをのみ、
長き世をかけて聞こえたま
はじめに
ー「中空」
な る 女 君 ーーー
源氏物語における
「身」
ふ。尚侍の君の御ことも、
また漏らすぺきならねど、
いにし
へのことも知りたまへれば、
まほにはあらねど、
「物越には
つかなりつる対面なむ、
残りあるここちする。
いかで人目咎
めあるまじくもて図して、
今一たびも」とかた ひきこえた
まふ。
うち笑ひて、
「今めかしくもなり返る御ありさまかな。
一ー
昔を今に改め加へたまふほど、
中空なる身のため苦しく」と
l
て、
さすがに涙ぐみたまへるまみの
、
（若菜上・五•75176)
寝乱れた姿で、
闘月夜のもとから帰った源氏は、
苦しい言い分
けをする。紫の上はそれを聞き、
初めは、
「うち笑ひて」軽くあ
じらうつ
もりが、
「中空なる身のため苦しく」という言葉の後、
「さすがに涙ぐ」んでしまう。
これは、
男の愛情の頼み難さを知
ろと同時に、
その頼み難い愛情を頼り
にして生
きる他ないわが身
のったなさを痛感したためではないだろうか。抑えようとしたのに思わず言葉になった心。
「中空なる身」という言葉
には、
そう
いう彼女 心情が凝縮されているように思われる。単純に
何か
と何かの閥でど ちつかず
中途半端に、
という意味では割り
の意識
畑
佳
江
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昔 を 今 に 改 め 加 へ た ま ふ ほ ど 、
中空なる身の
た め 苦 し く と や あ ら む い さ や 、
また、
烏 漕 ぎ 離 れ 、
中 空 に 心 細 き こ
帰 ら む に も 中 空 な り 、 今 日 は 難 波 に 舟 さ し とめて、
祓へをだにせむ
い と
む げ に 児 な ら ぬ 齢 の 、
まだはかばかしう
人の
お も む け を も 見 知 り た ま は ず 、
中 空 な ろ
御 ほ ど に て 、
本
文
紫 の 上 明 石 の 上 明石の上 （ 祖 母 の 心 配 ）
紫 の 上
主
体
切れないものが
「 中 空
」という
響 き の 中 に あ り は し な い だ ろ う か 。
． 
． 
源氏物語において、
人 々 は 、
わが身を浮いて漂
い、
さすらうも
のと捉えている。
そ し て よ ろ ぺ や 拠 り 所 を 求 め て い る 。
とりわけ
女 性 は 、
朱 雀 院 を し て 「 女 は 心 よ り ほ か に 、
あはあはしく、
人 に
おとしめらろる宿世
あ ろ な む
、
い と く ら を し く 悲 し き 」 （ 若 菜 上
身 の 嘆 き
↑↓ 都
石明 石吉
一
W
明住 も人 ど ↑↓子大
状態
源氏物話に「中空」の用例は一四例ある。
それらを一覧表にしたのが次の表である。
源氏、
議 月 夜
を訪問 源氏からの上京 の 誘 い 涼氏の威勢 尼 君 の 死
原因
若菜上 同右 澪標
若 紫
巻
•五 ・ 13 1 14 ) と 言 わ し め た よ う に 、
一 層 、
頼 り な く 不 安 げ に 漂
い、
さ す
ら う 身 で あ っ た 。 何 故 に 、
女性はそ
の よ う に 漂 泊 し な け
れ ば
ならなかったのか。
彼 女 た ら は 、
どういう理由
で、
どういう
状 態 に 置 か れ た 時 、
「中空」にあるわが身を見出したのか。
そ れ
を 探 っ て み た い 。
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12 
この中空をとがめたまふ。 降 り み だ れ み ぎ は に 氷 る 匹 よ り も 中 空 に て ぞ
11
一 わ れ は 消 ぬ ぺ き 10 
， 
あ や し う 中 空 な るころかなと思 ひ つ つ 、君た
8 
ーちを前 に 臥 せ た ま う て 、
7 6 5 
い と い た う 世の中を思ひ乱れ 、 空 な る や うに た だ よ ふ を中空に人笑へにもなり は
ぺ
り ぬ ぺ き か な
罪得がましき時、この世後の世、中空にもどか し き 咎 負 ふ わ ざ な る 。 ＇ 中 空 な る わ ざ か な 。 家 路 は 見 え ず 、霧の籟は、立ち
と ま る ぺ う も あ ら ず や ら は せ た ま ふ 。
い づ か た に も よ ら ず 、中空に憂き御宿世 な りければ
浮舟 浮舟
薫
五璽の大君（母の心配） 夕霧 落葉の宮（父の心配）夕霧 落葉の宮（母の心配）
↑↓ 薫
宮匂 身の嘆き
大 君 冷泉院
1 I 1 
中の君 里
落菜の宮
雲居の雁
この世 落葉宮 独身
I I I 
後の世 雲居の雁 結婚生活
匂宮の嫉妬 匂宮との密会 大君 への恋 落葉の宮への恋なまはんか な出 家落菜の宮への恋他の后たらの不典 柏木の死
同右 l 浮 舟 l 総角 l 竹 河 l 同 右 l 同右 I 夕霧 i 柏 木
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源氏物語に、
最初に見出せる「中空」は、
紫の上について用い
られている。若紫巻、
尼君が亡くなる。
弔問に訪れた源氏は、
紫
"の上の乳母から、
生前の尼君の心配を知
らされる。
宮に渡したてま
つらむとはぺる
めるを
、
故姫君の、
いと情なく、
憂きものに思ひきこえたまへりし
に、
いとむげに児ならぬ齢
の、
まだはかばかしう人のおもむけをも見知
りたまはず、
中
空なる御ほどにて、
あまたものしたまふなる中の、
あなづら
はしき人にてやまじりたまはむ、
など、
過ぎたまひぬるも、
世とともにおぼし瑛 つるも
（若紫・一・⑫）
自分亡き後、
紫の上が父宮邸に引き取られたら、子どもでもなく
大人でもない、
中途半端な年頃で苦労するに述いないというのが
尼君の心配で
あった。
祖父もなく母もなく、
その上、
祖母までい
なく
なれば、
紫の上の後見はないに等しい。
父宮には北の方と大
勢の子どもがいる。
母の姫君でさえ、
大そう心細い思い
をした。
尼君の心配は切実である。
紫の上は、
年頃が「中空」というだけ
でなく、
親身に面倒を見てくれる後見を失っ
て、
彼女の存在自体
が、
不安定な「中空」に浮くことになってしまう。
後見の死、
不
在が「中空」をもたらすのである● ろう
。
では用例を詳しくみていく。
ところが、
尼君の心配は現実には回避される。それはいうまで
もなく、
源氏が強引に紫の上を引き取ったためで、
逆に尼君の心
配が紫の上を養育するという源氏の決意を固めさせたともいえる。肉親の後見は失ったが、
紫の上は源氏という親代わり、
兄代わり
の立派な後見を得て
理想的な女性に成長すろ。そして代役であ
った後見が夫という後見にそのまま移行し、
彼女は妻として、
邸
の女主人と
して安定した日々を送る。
一度は「中空」を回避した紫の上ではあった
が、
はじめに引用
した通り、
女三の宮の出現によって「中空」に陥ろ。
昔のような
「中空なる御ほど」ではなく、
十二分に思慮分別をわきまえた大
人であるが故に、
彼女は、
はかばかしい後見
を夫以外に持たぬわ
が身の頼りなさを思い知ることになる。女三の宮の降嫁
が、
朱雀
院の出家による女三の宮の後見選びであ という紛れもない取実は、
まさ
に皮肉としかいいようがない。
しかもそれは、
かつての
ように源氏 手で回避されることはなく、
源氏を通じて、
受け入
れるしかない道理とし
て実現されている
。自分
の存在の拠所が、
源氏とのつながりにあること
を知っている紫の
上は、
その拠所を
見失い、
「中空」にぼつんと浮いたようなわが身をみつ
めろので
ある。
女三の宮という担女の結婚は、
紫の上の
「中空」をもたらした
ばかりか、
姉、
落菜の宮の「中空」にも結びついている。柏木巻、
女三の宮との密通が原因で、
落菜の宮の夫、
柏木が早逝すろ。宮
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の母、
一条御息所は、
弔問に訪れた夕霧に、
宮のったない宿世を
瑛く。
はじめつかたより、
をさをさうけひききこえざりし御ことを、
大臣の御心むけ
も心苦しう、
院にもよろしきやうにおばしゅ
るいたる御けしきなどのはぺ
しかば、
さらばみ
づか
らの
心お
きての及ばぬなりけりと思うたまへ9してな
む、
見たてまつ
りつるを、
かく夢の
やうなることを兄たまふるに思うたまへ
合はすれば、
みづからの心の
ほどな
む、
同じうは強うもあら
が
ひきこえま
しをと思ひはぺるに、
なほいとくや
しう、それは
、．
かやうにし
も思ひ寄りはべらざりきかし。
堅女たらは、
おほ
ろけのことならで、
あしくもよくも、
かやうに世づきたまふ
ことは、
え心に
くから
ぬことなりと、
古めき心には思ひはペ
しを、
いづかたにもよらず、
中空に憂き御宿世なりければ
（柏木・五・⑮ー可）
皇女は独身を通すのが普通である。落菓の宮
の結婚話が出た時、
一条御息所は気が進まなかった。致仕大臣や朱雀院の意向で仕方なV賛成したが、
こうなってみるとや
はりあの
時反対しておけば
よかった。御息所
弔問に訪れた夕霧に、
後悔の念を打ら明け、
宮のった
ない宿世を漢く。独身を通すでもなく、
かといって、
夫
に先立たれ ため、
結婚生活も全うすることができなくなった。
．それ
が「中空jと表税され
ている。
柏木の心が女三の宮ばかりに向い
ていたため、
その
結婚生活さえ、
落菓の宮には、
さびしく中途半
・端
なものであった。父、朱雀院は出家している
ため、
宮の後見は、
もはや病がらな母し
かない。皇女という
身分とはいえ、後見がし
っかりしていなければ生活はおぼつかな
い。女三の宮と同様、
結
婚という誼を受け入れた落葉の宮 、
そのために翻弄される。
夫
に統いて母という後見を失った時、
彼女は自ら「中空に憂き御宿
世」のわが身を思 知る。
夕霧巻、
夕霧と宮との仲を誤解し
たまま、
一条
御息所が亡くな
る。夕霧の恋情を許すこ ので
きない落菜の宮は、
周囲の冷たい
視線に酎えかねて、
四十九日の法要の折、
父院
に出家の意を梱ら
す。ところが院はそれを独＜諫める。
いと
あるまじきことな
り。げ
にあまた
、
とざまかうざまに身
をもてなしたまふぺきことにもあらねど、
後見なき人なむ、
なかなかさるさまにて、
あるまじき名を立ら、
罪得がましき
時、
この
世後の世、
中空にもどかし
き咎負ふわざなる。
ここ
にかく世を捨てたるに、
三の宮の同じとと身をやつしたまへ
る、
末なきやうに人の思ひ言ふも、
捨てたる身には思ひなや
むぺきにはあらねど、かならず
さし
も、やうの
こととあら
そ
ひたまはむも、
う
たてあるぺ
し。世の憂
きにつけて厭ふは、
なか
なか人わろきわざなり。
（夕霧・六•70171)
女三の宮の場合は出家を認めた朱雀院
が、
落葉の宮の場合には出
家を止めている。
女三の宮は心身ともに衰弱が激しく、
それを出
家の功団で救う意味が濃か
った
のは勿綸、その大前
捉として、
出
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家後も宮を庇護してくれる後見、源氏の存在があったことを忘れてばなるまい。後見のない女性は、出家した後、かえ て浮き名の立つことがある そんな罪を作れば この世でも幸せになれず、あの世
でも往生できない、中途半端な結果にな
りかねない。朱雀
院の言葉からは、女性にとって後見のないという とが、どれほど難儀なことであり 後見の存在がそ 女性の人生を左右するといっても過言ではないことがうかがえる。後見の欠如が、ばかりか、後世にまで影響し、「中空」
は生死を越えて女性に絡
みついてくるのであ
る。それ
を
逃れるために落葉の宮は、夕霧を
受け入れて、新たな 見を得る他なかった。
玉璽の大君も、後見
である父を失ったことが「中空」につなが
っている。竹河巻、髭屈大臣が亡くなってからの犬臣家に以前のような勢 はない。玉璽は、思案の末、大君を冷泉院に出仕させた。大臣家を盛り立てていくには、
．帝位を退き世経ぎもない院へ
の出仕は適切とは言いにくい。現 帝 ら
の要望も
あり、右大臣
夕霧 息子も 変 C執心であ
った。それを知りながら参院を選
んだのは、毯兄を持たぬ内裏住ま がいかに大変で 后同士の争いが熾烈なも かを承知していたからではなかろうか。家 再輿より、権力抗争からできるだけ熊れた、安定した生活を
娘に与えること
を優先させたとすれば 玉璽の選択はあな ら
誤りであったとは
言えない。
しかし冷泉院においても、后閻の嫉妬、競争は存在した。
大君
は院の寵愛を受け、男御子までも
うける。
それ
によっ
て
静か
な
均衡が崩れ、彼女
の幸運は他の后た
ら
の不興を買ってしまう。
玉璽は、大君 苦しい立場を、冷泉院の猶子である薫に訴えろ。
院にさぶらはるる
が、いといたう世の中を思ひ乱れ、中空な
るやう ただよふを、女御を頼みきこえ、また后の宮の御万にも、さりともおぼしゆ されなむと、思ひた へ過ぐすに、いづかたにも、なめげにゆ さぬものにおぼされ なれば、いとかたはらいたくて、．〈中略〉今は、か
かるこ
とあやま
りに、幼うおほけなか けるみづから
の心を、もどかしくな
む（
竹河・六•2461247)
．
院に留まるでもなく、里に退い
てしまう
でもなく、落ち着かない
中途半端な大君の様子が「中空」さらに「ただよふ」によって表されている。玉璽は数奇 連命を辿った女性である。母の夕顔とは幼い時死別し、実父とは成長してから再会
するものの親しむこ
とは少なかった。養父であろ源氏だけが彼女の後見であった 源氏亡
き今、彼女は、父方の兄弟たらや源氏の縁者たらを 遠慮が
らに頼るしかなく、それさえままならない。大君は、その玉璽の娘であろからこそ、一層頼るぺき人がいないのである。し かりした後見がついていれば、彼女は「中空なるやうにただよム」必要はなかったろう。玉璽は 娘を「中空」の状態に追い込んだ自分の判断の甘さを悔ゃんで る。．
以上の、紫の上、落葉の宮、玉璽の大君の例では、後見
の不
在
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と「中空」が結びついていろ。
しっかりした後
見がいない不安感、
頼りなさが「中空」に象徴される
そして「中空」に陥らないよ
うに、
結婚、
参院という形で新しい後見
を得た結果、皮肉にも「中
空」に陥っていろ。
明石の上は、
先に述べた女君とは異なり
、
父母とも健在の上に
、
経済的に
も恵まれていろ。それは、
彼女が．「中空」になることを
恐れてはいるが、
結局「中空」を回避していろことにも表れてい
．ろといえろ。ただしそれには、
彼女の慎菰さ、
遠慮深さが大きく
起因していよう。
御車を造かに見
やれば、
なかなか心やましく
て、
恋しき御影
をもえ見たてまつらず。河原の大臣の御例をまねび
て、
窟随
身をたまはり まひける、
いとをかしげに装束き、
みづら結
ひて、
紫裾濃の元結なまめかしう、
丈姿と
とのひ、
うつくし
げにて十人、
さま異
に今めかしう見ゆ。
大殿腹の若君、．
限り
なくかしづき立てて、
馬添置のほど、
皆作りあはせて＾やう
かへて装束きわけたり。雲居造かにめでたく
見ゆるにつけて
も、
若君の数ならぬさまにてもの
したまふをいみじと思ふ。
いよいよ御社のかたを拝みきこゆ。国の守参りて
御まうけ、
例の大臣などの
参りたまふよりは、
ことに世になく
つかう
つりけむかし。
いとはし なければ、
立ら交り、
数ならぬ身
のいささかのことせむに、
神も見入れかずまへたまふべきに
もあらず、
舟らむにも中空なり、今日は難波に舟さ
しとめて、
祓へをだにせむとて、
漕ぎ渡りぬ。
（澪摂•三•34135)
沼標巻、
住吉詣にやって来た明石の上は、
来合せた瀕氏一行の
様子に圧
倒される。
まぶしいばかりに飾り立て、
威努に満ちた行
列、
源氏の若君、
夕霧の立派な姿。ここに
自分がいるということ
も源氏に
知ってもらえず、
明石の上は、
震の上を仰ぐように一行
の様子を眺める。それに
つけて、
源氏と自分との距雌を感じ、
若
君とわが娘との差を見せつけ
られる。自分程度の者が参ったから
とて、
どうして神が喜ぽうか、
けれどもこのまま明石に滞っては
中途半端である、
と思案している。
明石の上は、
父入道の大願を成就させるぺく、
瀕氏の妻になっ
た。しかし、
父の期待は
彼女にと
って負担であり、
また源氏と自
分との身分差に絶えず苦しまなければならなかった。元は名族で、源氏一族ともつながっ いるとは
いえ、
父は
中央の政治を罪反し、
受領となっている。自分は明石の地で育ち
都の華やかな程らし
を知らない。源氏とはつり合わない。このような「数ならぬ身」の意識は
明石の上に強く働く。
彼女は折にふれて、
わがgを瑛い
ており、
「中空」もその「数ならぬ身」という意識から生まれ
いる。
'
同じく澪慄巻、
住吉詣の直後、
明石の上は源氏から熱心に上京
を勧められる。
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かの人は過ぐしきこえて、
またの日ぞよろ
しかり
ければ、
御幣たてまつ
る。ほどに
つけたる願どもなど、
かつがつ果た
しける
。
またなかなかもの思ひ添
はりて、
明け暮れくらをし
き身を思ひ瑛く。今や京におはし着く
らむと思ふ
日数も経ず、
御使あり。
この
ころのほどに迎へむことをぞのたまへる。
い
とたのもしげに、
数まへのたまふめれど、
いさや、
また、
島
漕ぎ離れ、
中空に心細きことやあ
らむ
と、
思ひわづらふ。（澪標・三•38)
住吉詣からずっと「くちをしき易」を瑛く明石の上の心は、
上京
の誘いに応じるか、
否かで揺れる。
上京す
れば、
涯氏
も自分たら
母娘を人並みに扱ってくれよう。
しかし明石を離れ、
親と別れて
源氏に身 委ねれば、
心細いこともあろうと心配している。
ここ
でも、
わが身を模くことが「中空」
に対する恐れにつながってい
る
。二例とも、
源氏の
いる住吉、
都という場所と、
自分の居所たる
明石との距離が、
源氏とわが身の隔たり
に通じている。明石とい
う土地が明石の上の存在にどれほど深く結びつい
ているかという
ことが知れる。
わが身を「数ならぬ身」と自党し、
源氏との隔た
りに悩む。
その隔たり
を縮めるかど
うかを選択する時の不安、
迷
いが「中空」を警戒する表現になっていろ。
長い年月、
忍耐と慎
重な選択を重ねることで、
明石の上は「中空」
を回避し、
一族は
栄華を獲得していく。
らして
主体が男性の場合はどうであろうか。
霧のただこの軒のもとまで立らわたれば、
「まかでむかたも
見えずなりゆくは、
いかが
すぺき」とて、
．
山里のあはれを
添ふ
る夕霧に立ち出でむそらもなきここ
と聞とえたまへば、�
山賤の簸をとめて立つ霧
も心そらな
る人はと
どめず
ほのか
に聞こゆる御けはひになぐさめ
つつ、
まことに帰るさ
忘れ果てぬ。「中空なるわざかな
。家路は見えず、
霧の簸は、
立らとまる
ペうもあ
らずやらはせたまふ。
つきなき人は、
かか
ることこ
そ」などやすらひて
（夕霧・六・18)
夕霧巻、
小野を訪ねた夕霧は、
落葉の宮に恋情をほのめかす歌
を詠む。
しかし宮の返歌はつれない
ので、
夕霧はそれを怨じてい
る。
4
「中空
なるわざかな」以下の彼の言葉は、
和泉式部の「人は
行き霧は簸に立らとまりさも中空にながめつるかな」という一首を踏まえた表現 なっている。一首の意は、
「恋しい人は帰って
行き、
霧は籟に立らとまるけれども、
私は、
その人の後を追って
行くこともせず、
すんなり横になることも
せず、
そんな中途半端
な状態で、
空
の中ほどを眺めてもの思いをしていたことよ」とな
四
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ろう。
恋人が帰った後のもの寂しさ、
けだろい思い
が、
独自の感
覚で表現
され
てい
る。
この場合、
和泉式部（女）は、
人（男）と
霧の間に位置する。
一方、
夕霧の場合をみると、
「家」は霊居の
雁、
「霧の籍」は落葉の宮を暗示している。
宮のつれない態度を
「立らとまるぺうもあらずやらはせたまふ」と表現し、
裳居の雁
のもとにも帰れず、
落菜の宮にも冷たくされて、
自分はどっらっ
注1
かずで「中空」だと訴えていろ。
上坂償男氏が、
この場面の云8」
に、
落葉の宮の嘆息と夕霧の瑛息という象徴的意味を見出された
如く、
「家」つまり婁居の雁を見えなくしている「霧」に
は、
タ
霧を惹きつけろ落葉の宮の憂愁、
と同時に、
思うように進展しな
いまめ人夕霧の恋を
象徴する意味があると考
えられよう
。
和泉式
部の歌とは異なり ．
夕霧（男）が、
裳居の雁、
落葉の宮という二
人の女性の間に位箇する。
そして夕霧の心は、
明らかに宮の万に
向いていろ。
恋人が帰った後の女性の歌は、
これから恋人になろ
うとしていろ男 が、
相手の女性を口説くのに用いられていろこ
とになる。
これは
「
中空」「霧」「籟」という話を踏まえたこ
で、
表面上は不自然でない。
だが、
この言菜を耳にした蕗葉の宮
の心惰を考え合せると、
穏やかではない。
まめ人の不器用で、一
途な恋の表れであ
ろうか。
あや
しう中空なる
ころかなと思ひつつ、
君たらを前に臥せた
まうて、
かしこにまたいかに
おぽし乱ろらむさま、
思ひやり
きこえ、
やす らぬ心尽くしなれば、
いかなる
人、
かうやう
なることをかしうおぼゆらむ、
など、
物懲しぬぺうおぼえた
まふ。
（夕霧・六•93)
同じく夕霧巻、
塞居の雁は実家に帰ってしまい、
落葉の宮は依
然として心を開いてくれない。
裳居の雁を迎えに行った夕霧は、
その夜、
子どもたちを前にして、
もう色恋沙汰にこりCりした気
持ちになっていろ。
先の例と同じく、
宮への恋が原因で、
夕霧は、
宮と冥居の雁の間に位殴する。
まめ人の恋はなかなかうまく迎ばないらしく、
薫もまた、
大君
と中
の君の間で、
行き場をなくしている。
宮は、
教へきこえつるままに、
一夜の戸口に寄りて、
扇を嗚
らしたまへば、
弁参りて導ききこゆ。
さきざきも馴れにける
道のしるぺ、
をかしとおぼしつつ入りたまひぬるをも、
姫宮
は知りたまはで
こしらへ入れてむ、
とおぼしたり。
をかし
うもいとほしうもおぼえて
うちうちに心も知らざりける恨
みおかれむも、
罪さりどころ
なきここちす
ぺければ、
「宮の
慕ひたまひつれば
え問こえいなびで、
ここにお
はしつる。
音もせでこそまぎ たまひぬれ。
この
さかしだつめる人や、
かたらはれ
たてま
つりぬらむ。
中空に人笑へにもなりはペ
りぬぺきかな」とのた ふに、
（総角・七•50)
総角巻、
薫は、
中の君と匂宮を結ぶ
ことで、
大君と一緒になろう
とする。
ある夜、
中の君のも
とへ匂宮を案内した薫は、
大君にそ
のこ を打ら明ける。
中の君は匂宮と結ばれ、
あなたは私に冷た
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雪の降
り積れる
に、
かの
わが住む方を見やりたまへれば、
霞
のた
えだえに梢ばかり見ゆ。
山は鏡を懸けたるやう
に、
きら
きら
と夕日に即きたるに、
昨夜わけ来し道のわりなさなど、
あはれ
多う添へて語りたまふ。
「峰の雪みぎはの氷踏みわけて君にぞまどふ道はま
どはず
木幡の里に馬はあ
れど」など、
あやしき硯召し出でて、
手習
ひたまふ。
五
いので、
私は
中途半端な愚か者とし
て、
世間の笑い者にな
るだろ
う。
恋が叶わぬ自分を、
道化者と皮肉っているが、
これを間いた
大君の衝撃が、
彼の予想をはるか
に超えた大きな
ものであ
ったこ
とは言うま
で
もない。
．
男性は、
恋によって自分の設かれた状況を
「中空」
で表現し、
それ
は二人の女性の間を示している。
ところが、
先に見たように、
女性に
とっての「中
空
」は、
非常に切実で深刻な問題であ
り、
自
分の存在 直結した 葉である。
それだけに、
男性が「中空」と
いう言葉を盾 恋情を訴えてきた
時、
女性は鋭い痛みを感じるの
ではなか
ろうか
。
一方的に、
恋情を伝えられても、
後見もなく頼
りないわが身に対する灰きが深まるだけであ
る。男性と
女性では、
「中空」の持つ璽みが違っているといえる。
そのことが、
はっき
り表
れているのが、
浮舟を主体とする次
の
二
つの
「
中空」である。
と柑き消ちたり。
この中空を
とがめたまふ。げに憎くも害き
てけるかな、
とは
づかしくてひき破りつ。
（浮舟・八•56157)
浮舟巻、
匂宮は浮舟を、
対岸の隠れ家に連れ出し、
二日ばかり
をそとで過とす。
その時の手習い
歌と、
その歌をめぐる二人のや
りとりである。
「降り乱れて、
汀に凍りつく匹よりもはかなく、
空の中ほど 、
私は消
えてしまうでしょう」という歌
で、こ
の召＇
空」
は全用例中、
唯一歌の中で用いら
れた
例である。
空の中ほど
ー
という文
字通りの意味で用いられているの
もこの一例だけである。
―
ところが、
この「中空」を匂宮がとがめる。
その理由は、「中空J
1 
が、
自分と薫の間で浮舟が迷っていることを表すのではないかと
いう
ことであった。
夕霧や薫の例が、
二人の女性の間に自分がい
ることを「中空」と表すこ
とから
すれ
ば、
匂宮が浮舟の歌を
そう
解釈しても、
むしろ当然
といえる。興味深いことは、
浮舟が、
匂
宮の
言葉
に「げに」と納得し、
素直に彼の言い分に従っているこ
とである。浮舟にとって、
まだこの段階では、
「中空」という言
菜は表
暦的な意味しか持っていないらしい。
浮舟という女性は、
その呼び名の
通り
、
いか
にも頼りなく、
不
安定な人生を送る
女性として描かれている。実父、
八の宮
には
存
在を認めても
らえず、
常陸介の継子として育ら、
継子ゆえに結婚
ペき降りみだれみぎ
はに
氷る冨よりも
中空に
てぞわれは消ぬ
も破談になった。異母姉の中の君のも
とに身を寄せろが、匂宮の
ため
にそ
こに
も長居できず、三条の隠れ
家へ。そ
の後ようやく薫
によって宇治に据えられるが
、匂宮
との逢瀬が薫の知るところ
と
なり、入水を決意する。生死を
さま
よった末、生き返った彼女は｀
出家して小野に隠
れ住む。と
いうように
、浮舟
はこの世
にさ
すら
い続け、安住の地を得ることができない。浮舟は、主体性を持たず、流れに
身を任せて運命を受け入
れる人形のような女性とし
て
この
物語に登場してくる。
そんな彼女に初めて
意志を吹き込んだ
のは
、匂宮の情熱である。一途な情熱が浮舟の心を突き動
かし、
そし
てその
ために、死を決意するほどの苦悩も知るこ
とになる。そ
の時初めて、彼女は、「中空」という言葉の重みを実感
する。た
庄2
だし、高橋亨氏が、先の
浮舟の歌の「中空」について、「根源的
な意味で
の故郷喪失者としての〈浮舟〉が
、自己の存在の位相を
直感したことばであ
る」と捉えて
おられるように、意識しないと
ころ
で、彼女は自分とい
う存在の本質を捉えたの
であり
、将来を
陪示したともいえる。．の
ちは知らねど、ただ今はかくおぼし腔れぬさまに
のたまふ
につけても、ただ御し
るぺを
なむ思ひ出できこゆる。宮の上
の、かた
じけなくあ
はれにおぼしたりしも、つ
つまし
きこと
など おのづからはべ
りしかば、中空に所狭き御身
なり、
と思ひ嘆きはぺりて
（浮舟・八068)
浮舟巻、浮舟
の母は
、弁の尼に、薫を引き合せてくれた感謝を
述べる。し
かし、わが子が、よる
ぺなく
さす
らう存在であること
を直感した
母の心配は尽きない。匂宮の浮舟に対する執着の強さ
は相当なもの、もし姉の夫である匂宮との間に過ちでもあれば、大変なことになろ
う。不安定な立場であるよ、と嘆いている。こ
の母の話を聞きながら、浮舟は、「中空
J
にあるわが身を
実感し、
死を思い
つめ
ていく
。二人の男性のどちら
にもすが ことができ
ず、生きながらえて恥かしい目
に会うよ
りは、と入水を選ぷので
ある。
手習巻、横川の僧都の尽力で、浮舟は再生する。意識を取り戻
した
彼女は、失踪した時のことを回想する。いと
いみじとも
のを思ひ膜き
て、皆人の寝たりしに
、要戸を
放ちて出でたりしに、風はげしく、JI波も荒う聞こえしを、独りもの恐ろしか かば、来し方行く末もおほえで、賣子の端に足をさしおろしながら、行くぺき もまどはれて、帰り入らむも中空に
て、心強くこの世に亡せな
むと思ひ立ちしを、
をこが
ましくて人に見つけ
られむ
よりは
、鬼も伺も食ひて失
ひて
よ、と宮ひ
つつ、つく
づく
とゐたりしを
（手習・八・1881189)
一度死を決意して
出て
きたのに、
このまま帰って生きながらえれ
ば、
「
中空」の状態が続
く。
．薫と匂
宮との板狭み以前に、わが身
その
ものが、
よるぺない存在であるとい
う「中空」である。浮舟
は「
中空」を脱け出
すた
めに死を選
んだ。しかし彼女は、死
にさ
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注1r源氏物語ーその心象序説ー」
おわりに
（笠間選困10•昭和49)
えも留まること
を許されない
。
生き返った小野の里で、今度は、
出家によって「中空」を脱けようとする。
その試み
も、薫の訪問
でぐらついてし う。
「中空」を脱けたところにも、
また
「中空」
が待っていたのである。
涼氏物語における
「中空」は
＇その主体が女性の場合、
しっか
りとした後見がいないことによってもた
らされる、
よるぺなく不
安定
な状態
を表す
ことが多い
。
「中空」を回避するため、
親や肉
親の
後見に代わって、
新しい後兄である男性の手に委ねられ、「中
空」は一見、
回避
されたように兄える。
ところが、
後見を得て、
経済的な安定
を与えられても、
精神的な不安は消えない。
逆に、
「中空」のわが身を今さらの
ように痛唸することになる。
彼女た
らは、
新しい後見により「中空」を回避した後、
より一屈、
「中
空」に陥る
という矛盾を抱え込んでいる。
「中空」は、
後見なく
しては生
き難い女性
が、
そう
いう自分の存在に気づき、
みつめた
時に生まれる「身」の意識を象徴する言葉であろ
う。
そしてその
言葉は、
浮舟という、
源氏物語のすべての女性の属性である顆り
なさ、
弱さ
を集約し
た一人の女性の人生を通して、
さらに深い怠
味を負わされている。
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